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第 ５２６ 号                                    
                  たがら  

 
１ 月 元旦 
２ 火  
３ 水  
４ 木 学校休務日 
５ 金  
６ 土  
７ 日  
８ 月 成人の日 冬季休業日終 

９ 火 
始業式 ３時間授業（１～4年）  
委員会活動（４校時）  給食なし 

10 水 安全指導日 

11 木 岩井移動教室始（5年） 計測(6年) 

12 金 計測(4年) 

13 土 
土曜授業日（公開なし）（給食なし） 

岩井移動教室終（5年） 

14 日  

15 月 振替休業日 口座振替日  

16 火 
元気アップなわとび月間始（～２/２） 

計測(５年)  

17 水 校内書きぞめ展始 計測(1年) 

18 木 計測(３年) 

19 金  

20 土 
学校公開日  卒業記念もちつき大会（６年） 

練馬区連合図工展（～2５日）※22日は休み 

21 日  

22 月 
全校朝会 クラブ活動（３年クラブ見学） 

計測（２年） 

23 火 
５時間授業 たてわり班活動 

ソーシャルスキルトレーニング（２年） 

24 水 研究会のため 4時間授業 ４年は５時間授業 

25 木  

26 金  

27 土 練馬区連合書初展 

28 日 練馬区連合書初展 

29 月 全校朝会 

30 火 地域未来塾（２・３年） 

３１ 水 校内書きぞめ展終 

※１月は予告なしで避難訓練を行います。 

■土曜授業・学校公開について 
１３日（土）は本来ならば、第２土曜で学校公開日となりますが、５

年生の岩井移動教室と重なっているため、２０日（土）を学校公

開日といたします。１５日（月）は振替休業日となります。 
■連合図工展・連合書きぞめ展について 
練馬区立美術館で開催します。区内小学生の作品を鑑賞できま

す。詳細は、別途配布される案内文をご確認ください。 
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練馬区立田柄小学校 

校長  伊藤 雄一 
 

練馬区立田柄小学校の 

学校ホームページ 

携帯サイトはこちらから↗ 

1月の行事予定 ブラッシュアップライフ ～年の始めに～ 

校長 伊 藤 雄 一 

 

令和６年（２０２４年）の新春。田柄小の子供たちと

ご家族、田柄小にかかわるすべての皆様にとって成長、

発展の１年となり、健康で安全に過ごされることを心よ

り願います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

新年のスタート。１月１日突然の能登での大地震。絶

え間なく続く地震速報と津波警報。翌日は、航空事故。

穏やかな正月とは言えないような思いがあったかと思い

ます。ご家族やお知り合いで被災された方がいた方も少

なくないとお察しします。心よりお見舞い申し上げます。 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 

年末家で過ごしていた私は、テレビで「一挙放送」し

ていたこの文章のタイトルにあるドラマを面白くてつい

見続けてしまいました。主人公の女性が突然不慮の事故

で命を落とすのですが、人生のやり直しを繰り返しなが

ら、ブラッシュアップをしていくストーリーです。やり

直しの際は、赤ちゃんなのに、亡くなる前の意識や知識

をもったまま、同じ人として生まれ変わります。主人公

は、周囲の人々の思いを優しく受け止め、よりよい最適

解を求めて「ブラッシュアップ」し続けます。話が進む

に連れてブラッシュアップしていく主人公の行動の面白

さや痛快さに引き込まれてしまい、ついつい見てしまい

ました。内容の紹介はここまでとします。 

さて私たちは、この主人公のように人生を赤ちゃんか

ら何周もしてやり直すことはできませんが、日常的に「や

り直す」場面はたくさんあります。 

学校生活では、子供たちの成長の過程で大きく分けて

２つの「やり直し」があると考えました。 

１つは似たような局面で日々行われる「やり直し」で

す。子供たちは日々の生活の中で「やり直し」をする場

面が数多くあります。学校生活でも集団の中だからこそ

失敗をしてしまうことがあるでしょう。それでも自身を

振り返り、失敗を糧に「ブラッシュアップ」し、成長し

ている姿を発見すると私は嬉しい気持ちになります。 

もう１つは、１日、１週間、学期、学年という区切り

での「やり直し」「ブラッシュアップ」です。学校生活は、

毎日色々なことが起きますが、一方で似たようなサイク

ルで物事が進んでいく面もあります。似たような場面で

これまでの失敗を糧にしたポジティブな意味での「やり

直し」の機会、「ブラッシュアップ」のチャンスは数多く

あります。日々子供たちが成長するのは、区切り毎のサ

イクルに身を置いているからとも考えられます。 

今年も田柄小学校では、年頭にあたり、児童も教職員

も自分の成長した姿に思いを馳せ、希望をもって１年の

スタートをします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

  

 

 

６年、浅草・国会議事堂へ 

１２月５日、６年生は社会科見学に行ってきました。 
浅草では、仲見世通りや伝法院通りで、お店の方や外

国からの観光客の方に、インタビュー活動をを行いまし
た。中には 300 年以上の歴史があるお店もあり、とても
驚いていました。外国の観光客の方には英語を使ってイ
ンタビューしました。フランス、エジプトなど世界中から多
くの方が来ていることをしっかり聞き取っていました。何
より初めてお会いする方に英語で話しかけるという経験
は、子どもたちを大きく成長させてくれたようです。 
国会議事堂は、参議院を見学しました。テレビでよく見

る場所、日本の中枢を実際に見学することができ、貴重
な時間になりました。今後の生活に生かしてもらえたらと
願っています。                       ６年 

保護者向け情報伝達サービス sigfyスタート   
 練馬区立学校では、このたび保護者向け情報伝達サービス「sigfy（シ

グフィー）」を導入することになりました。これは、これまで利用してきた学

校連絡メールに代わるものとなります。学校連絡メールもすぐに廃止で

はなく当面は併用されますが、情報伝達サービスは、手紙の配信、欠席

連絡等様々な機能を備えており、今後は sigfyを主に使用することとな

ります。 

【本校における今後の流れ】 

◎冬季休業中に保護者の利用登録（ID付きご利用登録のご案内参照） 

※ 登録が完了していないご家庭は、１月中に登録していただきますと、２

月からの欠席連絡に対応できます。 

◎１月から試行的にお手紙を PDFで配信します。（ペーパーレスについ

ては、今後保護者の方のご意見を伺いながらすすめていきます） 

◎これまで google フォームで行ってきた「欠席連絡」は２月から sigfy

に切り替えていく予定です。 

学校応援団まつり・冬の星空観察会を開催！ 
12 月 9 日（土）の午後、田柄小学校応援団主催の「田柄小

学校応援団まつり」12 月 16 日（土）おやじの会主催の「冬の

星空観測会」が開かれ、多くの子供たちが参加しました。 

学校応援団まつりでは過去最高の６００人をこえる参加者

でした。「縁日」をテーマとし、校庭利用団体による「スポーツ

あそび」児童館による「出前児童館」他にも「えんにちあそび」

や「おやつコーナー」「スタンプラリー」と様々な体験を行いまし

た。ねり丸くんも、田柄小に来てくれました。 

冬の星空観測会では、練馬の星空を楽しむ会の皆様のご

協力を得て、校庭では高機能天体望遠鏡で、土星や木星とい

った惑星を観測しました。冬の夜空を見上げ、日頃できない体

験をすることができました。 

運営に携わって下さった皆様、子供たちに素晴らしい体験

の機会を与えていただきありがとうございました。  副校長 

１月の生活目標 

『規則正しい生活をしよう』 
＊進んで挨拶しよう ＊廊下は静かに右側を歩こう 

・学習と遊びのけじめをつけよう 

＊たがらっ子宣言７にある項目です。 

 

卒業記念もちつき大会について 
１月２０日(土) ８時５０分～ 会場：体育館 

今年度も、地域の方々とPTAの皆様のご協力のもと、感

染症対策を講じ実施いたします。地域に伝わる「千本づき」

を６年生が体験します。感染予防ということで、昨年度と同

様、６年生のみの参加となります。ついたお餅で「鏡餅」を作

ります。6 年生保護者の皆様の参観については、学校公開

の案内をご確認ください。 

笑顔と学びの体験活動プロジェクト！   

１２月８日、東京都教育委員会の後援による『笑顔と学び

の体験活動プロジェクト』を全校（４・５・６年生と１・２・３年生

に分かれて実施）で行いました。 講師は、２００８北京オリン

ピック４×１００ｍリレーの銀メダリスト 塚原直貴選手をはじ

め、渡部佳朗選手、田上駿選手、太田泰生選手にお越しい

ただき、子供たちの目の前でアスリートの走りや跳躍の凄さ

を見せていただきました。子供たちは憧れの眼差しを送って

大喜びでした。塚原選手からは、子供たちと一緒に走り方を

教えていただく中で「できる、できないじゃない。やるか、や

らないかだよ。」とチャレンジしていく心を繰り返し教え励ま

して下さいました。子供たちの表情は自然に笑顔にあふれ

ていました。終わったあと、「自分も頑張っていきたい」とい

う子供たちの感想がたくさん聞かれました。 

校長  

 


